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「
令
和
５
年
度
徳
之
島
町
学
士
村
賞
授

賞
式
」
を
令
和
６
年
３
月
３
日
、
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
各
受
賞

者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
１
３
０
８

学力向上対策試験成績優秀者表彰

東
天
城
中

亀
津
中

学
校
名

泰
山　

千
風

川
畑　

蓮
空

米
良　

煌
来

直
島　

花
那

榮　

ゆ
き
な

穂
元　

宏
心

清
島　

匠
海

川
田　

陽
菜
乃

氏　

名

亀
津
小

学
校
名

野
口　

由
夏
子

下
窪　

友
彩

上
薗　

寧
音

氏　

名

【
小
学
校
６
か
年
皆
勤
賞
】

【
中
学
校
３
か
年
皆
勤
賞
】

義務教育皆勤賞 教
育
委
員
会

　
　
　
だ
よ
り

拡
大
版

教育委員会だより【拡大版】

亀
津
中

学
校
名

清
島　

匠
海

氏　

名

【
義
務
教
育
９
か
年
皆
勤
賞
】

順
位

　

氏　

名

学
校
名

中学３年の部（第１回）

５
位

４
位

３
位

２
位

１
位

榮　

ゆ
き
な

福
永　

胡
花

木
原　

穂
香

久
木
野　

蒼
太

加　

笑
真

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

井
之
川
中

中学２年の部

５
位

４
位

３
位

２
位

１
位

米
田　

陸
海

上
田　

愛
海

中　

咲
道

岸
岡　

春
樹

窪
田　

将
大

亀
津
中

井
之
川
中

東
天
城
中

亀
津
中

亀
津
中

中学１年の部

５
位

４
位

３
位

２
位

１
位

直
島　

祐
一
郎

白
浜　

前

首
藤　

聖

榮　

あ
ん
な

柏
村　

勇
佑

亀
津
中

東
天
城
中

井
之
川
中

亀
津
中

井
之
川
中

中学３年の部（第２回）

５
位

４
位

３
位

２
位

１
位

木
原　

穂
香

加　

笑
真

久
木
野　

蒼
太

作
城　

那
奈
子

森　

ひ
な
の

亀
津
中

井
之
川
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

学力向上対策試験成績優秀者（各学年総合成績優秀者上位５名）
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学
士
村
塾
皆
勤
賞

手
々

母
間

亀
徳

中
区

教
室
名

長
増　

七

兼
光　

慶

轟　

心
惺

川
畑　

亜
蘭

吉
村　

陽
愛

吉
村　

未
夢

里
見　

優
莉

沖
田　

朝
陽

沖
田　

悠
真

中
島　

穂
香

福
永　

千
畝

白
山　

葵

小
田　

尊
仁

鶴
之
園　

史
帆

鶴
之
園　

知
里

池
上　

栞
汰
朗

福
永　

悠
人

藤
田　

紗
羅

泉　

海
輝

小
田　

隼
士

下
窪　

友
彩

氏　

名

　算数・数学検定 漢字検定 検
定

11
級

10
級

９
級

８
級

９
級 級

吹
留　

穂
香

元
田　

喜
江

小
田　

尊
仁

吹
留　

穂
香

山
本　

悠
人

常
山　

美
桜

吹
留　

穂
香

山
﨑　

悠
誠

氏　

名

検
定
満
点
合
格
賞

教育委員会だより【拡大版】

学士村塾皆勤賞・検定合格賞

　算数・数学検定

　

漢
検

検
定

９
級

７
級

６
級

５
級

７
級 級

川
畑　

翔
義

山
﨑　

湊
太

山
﨑　

湊
太

福
岡　

友
梨
奈

山
﨑　

湊
太

氏　

名

検
定
上
級
合
格
賞

令和５年度島口川柳最優秀賞作品紹介

徳
之
島
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
実
施

し
た
「
令
和
５
年
度
島
口
川
柳
」
の
最
優
秀

賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

学
校
か
ち

　

う
っ
か
ん
さ
ぎ
ぃ
て
ぃ

　
　

お
ぼ
ら
だ
れ
ん

せ
ん
そ
う
ま

　

さ
い
が
い
ま
む
う
る　
　

　
　

ね
ん
ご
だ
れ
ん

う
や
く
と
ぅ
ば

　

ち
ゅ
う
し
ま
ち
ご
て
ぃ
か

　
　

む
じ
ら
さ
や

ち
ょ
し
も
て
ぃ

　

む
ん
か
み
い
じ
ゃ
ん
し
が

　
　

は
ぁ
わ
し
て
ぃ

神
之
嶺
小
一
年

　
　

藤
田 

真
帆

山
小
四
年

　
　

玉
城 

湖
華

下校するときに校門か
ら、学校にありがとう
と礼をする様子。

戦争や災害がなくなっ
て 欲 し い と 思 う 気 持
ち。

両親の方言は（伊仙町
寄り・天城町寄りで）
違っていて面白い。

しまった！せっかくご
飯を食べに出掛けたの
に入れ歯を忘れた！

亀
津
小
五
年

　
　
　

米 

翔
真

井
之
川
中
三
年

　
　
　

加 

笑
真

小学校低学年の部小学校中学年の部小学校高学年の部中学生の部

学士村賞受賞
おめでとう！

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
１
３
０
９
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「水難事故における救助に関する覚書」を改正調印

「
水
難
事
故
に
お
け
る
救
助
に
関
す

る
覚
書
」
改
正
調
印
式
が
２
月
20
日
、

徳
之
島
警
察
署
で
あ
り
、
奄
美
海
上
保

安
部
、
徳
之
島
警
察
署
、
徳
之
島
地
区

消
防
組
合
の
代
表
者
が
調
印
に
臨
み
ま

し
た
。
同
覚
書
は
、
２
０
１
６
年
に
締

結
さ
れ
た
内
容
に
「
事
故
の
未
然
防
止

の
た
め
の
啓
発
に
係
る
協
力
」
を
追
加
。

今
後
島
外
か
ら
の
観
光
客
増
加
に
よ
り

水
難
事
故
も
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
各
機
関
が
よ
り
一
層
連
携
・
協

力
・
情
報
共
有
を
図
り
、
水
難
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
同
覚
書
は
奄
美
大
島
、
沖
永
良
部
、

与
論
地
区
で
も
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

奄
美
群
島
の
海
の
安
全
に
海
保
・
警
察
・
消
防
が
連
携

徳
之
島
町
の
家
庭
教
育
支
援
チ
ー

ム
「
つ
む
ぎ
た
い
」
が
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
、
２
月
16
日
、
町
役
場

で
表
彰
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。「
つ

む
ぎ
た
い
」
は
、
鹿
児
島
県
で
家
庭
教

育
支
援
条
例
が
施
行
さ
れ
た
２
０
１
４

年
に
発
足
。
元
教
員
や
Ｎ
Ｐ
О
法
人
代

表
、
子
育
て
経
験
者
等
の
メ
ン
バ
ー

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
を
生
か
し
、

子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
様
々
な
活
動

（
子
育
て
サ
ロ
ン
「
マ
マ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ
」、

親
子
体
験
講
座
、
家
庭
教
育
講
話
な

ど
）
を
実
施
し
、
そ
の
特
色
あ
る
優
れ

た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
栄
え
あ
る

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
つ
む
ぎ
た
い
」
文
科
大
臣
表
彰

地道な取り組みが実を結んだ文科大臣表彰

「インターンシップ」「海外語学留学」活動を発表 町内の小学校５校の児童が元気に発表

２
月
18
日
「
方
言
の
日
」、
島
わ
れ
ん
き
ゃ
の
祭
典
開
催

島口川柳の最優秀作品を表彰

「
第
６
回
島
わ
れ
ん
き
ゃ
の
祭
典
」

が
２
月
18
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
祭
典
は
、

方
言
の
保
存
・
伝
承
の
た
め
大
島
地

区
で
定
め
ら
れ
た
、
２
月
18
日
の
「
方

言
の
日
」
に
合
わ
せ
て
実
施
。
小
学

生
～
中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
た
島

口
川
柳
作
品
の
表
彰
式
や
、
小
学
校

児
童
（
亀
津
・
亀
徳
・
尾
母
・
神
之

嶺
・
母
間
）
に
よ
る
三
味
線
や
島
唄
、

島
口
劇
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
町
の
中
高
生
が
首
都
圏
で
学
ん

だ
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
事
業
」

や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
「
海
外
語

学
留
学
事
業
」
に
つ
い
て
、
参
加
し

た
生
徒
が
活
動
紹
介
や
体
験
談
を
報

告
し
ま
し
た
。

【※提供写真】【※提供写真】
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全国で年約 400 回公演の「こころの劇場」

劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
エ
ル
コ
ス
の
祈
り
」
こ
こ
ろ
の
劇

場
公
演
が
、
３
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、

町
文
化
会
館
で
あ
り
、
島
内
の
小
学
４

～
６
年
生
の
児
童
約
８
０
０
人
が
鑑
賞

し
ま
し
た
。
こ
こ
ろ
の
劇
場
は
、
劇
団

四
季
と
（
一
財
）
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー

が
日
本
全
国
の
子
ど
も
達
を
観
劇
に
招

待
し
、
演
劇
の
感
動
を
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
徳
之
島
で
は
２
０
０
８
年
度
か

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
直
前
の
２
０
１
８
年
度

ま
で
実
施
さ
れ
、
今
回
が
５
年
ぶ
り
の

こ
こ
ろ
の
劇
場
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

劇
団
四
季
公
演
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

劇
団
四
季
「
こ
こ
ろ
の
劇
場
」
、
５
年
ぶ
り
に
開
催

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
熱
気

球
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
２
月
25
日
、
神

之
嶺
小
学
校
体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
熱
気

球
の
搭
乗
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予

定
で
し
た
が
、
天
候
不
良
の
た
め

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
止
し
、
屋
内
で

の
熱
気
球
体
験
に
変
更
。
熱
気
球
チ
ー

ム
「
薩
摩
大
志
」
に
よ
る
熱
気
球
競

技
の
紹
介
や
、
小
型
の
気
球
を
使
っ

た
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実

際
に
膨
ら
ん
だ
気
球
の
中
の
見
学
体

験
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
普
段
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
内
部
の
様
子
に

感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
活
用
し
熱
気
球
体
験
イ
ベ
ン
ト

体育館いっぱいに膨らんだ気球

休校前の節目となった山中学校の卒業式

３
月
12
日
、
町
立
中
学
校
６
校
で
令

和
５
年
度
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
97
人

が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
３
月
末
を

も
っ
て
休
校
に
入
る
山
中
学
校
で
は
、

第
76
回
の
卒
業
式
を
挙
行
。
保
護
者
や

地
域
の
人
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
６
人

の
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
、
３
年
間
過
ご
し
た
学
び
や
を

巣
立
ち
ま
し
た
。
今
回
の
卒
業
生
を
含

め
た
、
こ
れ
ま
で
の
山
中
の
卒
業
生
は

１
８
５
８
人
と
な
り
ま
し
た
。
中
学
校

別
の
卒
業
生
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
亀
津
中
67
人
、
井
之
川
中
15
人
、
尾

母
中
１
人
、
東
天
城
中
７
人
、
山
中
６

人
、
手
々
中
１
人
】

町
立
中
学
校
卒
業
式
、
97
人
が
未
来
へ
新
た
な
門
出

徳
之
島
を
中
心
に
子
育
て
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
О
法
人
「
親
子

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
じ
ゅ
ま
る
の
家
」
が
、

「
未
来
を
強
く
す
る
子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
主
催
、

文
部
科
学
省
・
子
ど
も
家
庭
庁
後
援
）」

の
子
育
て
支
援
活
動
部
門
で
、
ス
ミ
セ

イ
未
来
大
賞
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

賞
を
受
賞
し
、
３
月
８
日
、
町
へ
受
賞

報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
が
じ
ゅ
ま
る
の

家
は
、
仲
間
同
士
で
立
ち
上
げ
た
子
育

て
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
を
開
始
。
そ

の
後
は
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
活
動
を

拡
大
し
、
病
児
保
育
や
不
登
校
支
援
な

ど
の
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
О
法
人
が
じ
ゅ
ま
る
の
家
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
賞

新設された賞の初受賞＆奄美群島初の快挙
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上武大学硬式野球部 【群馬県】 2 月８日～ 19 日

愛知工業大学名電高等学校硬式野球部 【愛知県】 2 月 21 日～ 26 日

２
月
上
旬
か
ら
３
月
中
旬
に
か

け
、
本
町
で
学
生
・
社
会
人
硬
式

野
球
部
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
は
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
で
各
チ
ー
ム
を
出
迎
え
、
民

間
有
志
や
町
か
ら
豚
肉
や
た
ん
か

ん
等
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

大
学
野
球
の
強
豪
、
上
武
大
学

硬
式
野
球
部
は
、
２
０
０
８
年
か

ら
徳
之
島
合
宿
を
行
い
、
今
回

が
13
回
目
。
２
０
１
３
年
の
全

日
本
大
学
野
球
選
手
権
で
優
勝
、

２
０
２
３
年
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト

で
は
進
藤
勇
也
選
手
が
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
２
位
指
名
で

プ
ロ
入
り
し
て
い
ま
す
。

春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
出
場

の
愛
知
工
業
大
学
名
電
高
校
は
、

篤
志
家
の
川
村
幹
弘
さ
ん
と
の
縁

に
よ
り
今
回
が
５
回
目
の
合
宿
。

２
月
24
日
に
は
野
球
教
室
が
あ

り
、
同
校
О
Ｂ
で
現
在
広
島
カ
ー

プ
に
所
属
す
る
田
村
俊
介
選
手
の

侍
ジ
ャ
パ
ン
メ
ン
バ
ー
選
出
を
紹

介
。
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
将
来

ス
タ
ー
選
手
と
し
て
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
高
校
球
児
と
プ
レ
ー
を
楽

し
み
な
が
ら
練
習
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬
式
野
球
部
は
、

２
０
１
９
年
か
ら
６
年
連
続
６
回

目
の
合
宿
。
都
市
対
抗
野
球
大
会

優
勝
実
績
が
あ
り
、
２
０
２
０
年

か
ら
の
３
年
連
続
出
場
の
ほ
か
、

５
名
の
プ
ロ
野
球
選
手
を
輩
出
し

て
い
ま
す
。

野球春季ｷｬﾝﾌﾟ in 2024

ＴＤＫ硬式野球部 【秋田県】 2 月 24 日～３月 21 日
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未
来
を
担
う
島
わ
れ
ん
き
ゃ

の
教
育
を
構
築
す
る
た
め
に

「
個
別
最
適
な
学
び
」・「
協
働

的
な
学
び
」
の
充
実
を
図
り
、

子
ど
も
中
心
の
学
び
を
実
現
し

ま
す
。

今
年
度
よ
り
生
成
Ａ
Ｉ
を
搭

載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ

ｅ
ｒ
」
の
貸
出
対
象
を
小
学
校

だ
け
で
は
な
く
中
学
校
へ
も
拡

充
し
、
よ
り
一
層
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
を
は
じ
め
と
し
た
質

の
高
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
進
学
塾
で
は
、
町

内
の
中
学
３
年
生
を
対
象
に
１

人
１
台
端
末
を
活
用
し
、
高
校

受
験
対
策
に
特
化
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
を
実
施
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
充

実
に
向
け
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
継
続
し
、
全

国
最
大
規
模
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
好
き
な
事
を
形
に
す
る

力
や
未
来
の
選
択
肢
を
増
や
す

き
っ
か
け
作
り
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
や
教
員
を
含
め
、
専

門
的
な
指
導
や
最
先
端
の
学
び

を
実
現
す
る
た
め
に
「
新
し
い

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
推
進

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
沖
縄

科
学
技
術
大
学
院
大
学
Ｏ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
等
の
大
学
及
び
教
育
機
関
や

関
連
企
業
と
の
連
携
、
海
外
派

遣
事
業
を
実
施
し
、
未
来
の
夢

の
実
現
に
向
け
て
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
か
ら
世
界
で
活
躍
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。「

わ
れ
ん
き
ゃ
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
年
長
対
象

児
か
ら
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
を
対
象
に
、
様
々
な
教
育
活

動
・
地
域
活
動
に
つ
い
て
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
し
、
子
育
て
世
帯

の
家
庭
教
育
を
応
援
し
ま
す
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

島
内
資
源
の
肥
料
利
用
を
推
進

す
る
た
め
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

施
設
整
備
・
拡
充
、
設
備
更
新
、

機
械
導
入
を
進
め
供
給
体
制
の

構
築
を
図
り
ま
す
。

畜
産
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

各
種
事
業
等
の
活
用
に
よ
り
畜

産
生
産
基
盤
を
強
化
し
、
畜
産

農
家
に
お
け
る
労
力
負
担
の
軽

減
と
所
得
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
堆
肥

化
促
進
の
た
め
の
堆
肥
舎
等
の

整
備
や
新
た
な
飼
料
の
開
発
、

ハ
カ
マ
ロ
ー
ル
の
有
効
活
用
や

普
及
促
進
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
離
島

漁
業
再
生
支
援
事
業
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
担
い
手
の
育
成

や
支
援
を
行
い
、「
漁
場
の
生

産
力
の
向
上
に
関
す
る
取
組
」

や
「
漁
業
の
再
生
に
関
す
る
実

践
的
な
取
組
」を
支
援
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
地
元
中
小
企
業
の
経
営
支

援
を
目
的
と
す
る
商
工
会
育
成

事
業
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

本
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
５

月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
が
「
５
類
感
染
症
」
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

徐
々
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
７
月
に
は
「
新
庁
舎
落
成

式
及
び
祝
賀
会
」、
そ
の
後
も

奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周
年
記

念
事
業
を
冠
に
、
数
々
の
イ
ベ

ン
ト
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の

皆
様
、
実
行
委
員
会
の
皆
様
、

ま
た
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
町
民

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

そ
れ
で
は
第
６
次
徳
之
島
町

総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
、

「W
e’re　

O
PEN

 

～ 

み
ら
い

輝
く
、
と
く
の
し
ま
町 

～ 

」

の
実
現
と
地
域
の
更
な
る
発
展

に
向
け
、
令
和
６
年
度
事
業
施

策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

施政方針施政方針令和６年度令和６年度

徳之島町徳之島町

３月定例議会が３月 5 日から３月 14 日まで開かれ、高岡秀規町長は令和６年度
の施政方針を述べました。その内容を抜粋して掲載します。

は
じ
め
に

　

令
和
６
年
度
事
業
施
策

未
来
を
担
う
子
ど
も
を

育
み
、
活
力
を
生
み
出

す
ま
ち
づ
く
り
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徳
之
島
町
行
政
改
革
大
綱
を

基
に
、
各
種
事
業
を
実
施
す
る

中
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ

る
見
直
し
を
行
い
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
費
用
対
効

果
の
高
い
事
業
を
推
進
し
ま

す
。ま

た
、
東
天
城
中
学
校
建
設

や
観
光
拠
点
整
備
事
業
、
今
後

も
大
型
事
業
を
控
え
て
お
り
、

補
助
金
や
交
付
税
措
置
が
あ
る

有
利
な
地
方
債
の
活
用
を
検
討

し
、
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

「
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別

措
置
法
の
一
部
改
正
す
る
法
律

案
」
は
、
今
年
２
月
９
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
奄
美
群
島
が
更
な
る
発
展

を
遂
げ
る
に
は
、
交
付
要
綱
の

ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
広
く
町

民
が
視
聴
で
き
る
よ
う
な
環
境

整
備
を
進
め
ま
す
。

社
会
資
本
整
備
道
路
事
業
と

し
て
、
亀
津
19
号
線
道
路
拡

張
工
事
の
用
地
買
収
や
建
物

補
償
を
進
め
ま
す
。
通
学
路

や
生
活
道
路
等
に
つ
い
て
は

ゾ
ー
ン
30
整
備
事
業
を
活
用

し
た
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
避
難

場
所
へ
の
公
衆
ト
イ
レ
の
設

置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
災

害
発
生
後
に
必
要
な
備
蓄
用

の
食
料
品
や
消
耗
品
を
確
保

す
る
な
ど
、
避
難
所
設
備
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

公
営
住
宅
整
備
事
業
で
は
、

尾
母
４
団
地
の
木
造
平
屋
２
棟

４
戸
の
建
替
事
業
を
実
施
し
、

世
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
住

宅
の
整
備
を
行
い
、
安
全
・
快

適
に
生
活
で
き
る
住
宅
の
確
保

及
び
住
環
境
の
向
上
を
図
り
ま

す
。青

少
年
育
成
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
子
宝
を
大
切
に
す
る
風

土
を
活
か
し
、「
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
育
て
る
」
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
、
青
少
年
の
地

域
行
事
へ
の
参
加
促
進
を
図
り

ま
す
。

今
年
度
は
新
た
に
、
と
く
の

し
ま
劇
団
事
業
を
実
施
し
、
子

ど
も
達
の
情
操
教
育
な
ら
び
に

健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。　

町
誌
編
さ
ん
事
業
で
は
、
町

で
記
録
し
て
い
る
映
像
資
料
な

学
び
合
い
、
育
て
合
い
、

笑
顔
き
ら
め
く

社
会
づ
く
り

安
全
・
安
心
で

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り

絆
を
育
み
、
と
も
に

考
え
行
動
す
る

ま
ち
づ
く
り

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
で
き

る
限
り
健
康
を
維
持
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

介
護
予
防
の
充
実
や
介
護
支
援

な
ど
、
様
々
な
面
か
ら
生
活
を

支
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

固
有
種
や
希
少
種
の
生
息
環

境
の
保
全
の
た
め
の
外
来
種
駆

除
や
盗
掘
盗
採
パ
ト
ロ
ー
ル
の

継
続
、
生
物
多
様
性
の
象
徴
で

あ
る
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の

ロ
ー
ド
キ
ル
対
策
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

都
市
公
園
長
寿
命
化
事
業
に

よ
り
、
今
年
度
は
総
合
運
動
公

園
プ
ー
ル
施
設
や
多
目
的
広
場

施
設
の
改
修
工
事
を
実
施
し
、

利
用
者
が
安
全
に
安
心
し
て
利

用
で
き
る
公
園
施
設
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

発
行
に
対
す
る
助
成
を
継
続
す

る
こ
と
で
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
今

年
の
12
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定

の
、
道
の
駅
「
と
く
の
し
ま
」

並
び
に
世
界
自
然
遺
産
セ
ン

タ
ー
が
観
光
の
拠
点
と
な
る
よ

う
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

や
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
開
催
し
、
町
公
式
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

で
、
徳
之
島
の
認
知
度
向
上
に

努
め
ま
す
。

就
労
形
態
の
多
様
化
等
に
よ

る
保
育
所
利
用
ニ
ー
ズ
の
増
加

に
応
じ
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
努
め
ま
す
。
地
域
に
お

け
る
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

や
出
産
祝
金
事
業
の
継
続
な

ど
、
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環

支
え
合
い
で
、

だ
れ
も
が
幸
せ
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
を
守
り
、

快
適
で
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

む
す
び
に
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令和５年度　徳之島町　施政方針

に
つ
い
て
の
支
援
」
へ
の
組
み

替
え
に
取
り
組
み
、
ま
た
製
造

業
の
振
興
に
関
す
る
事
業
で

は
、「
奄
美
群
島
の
特
性
に
応

じ
た
製
造
業
の
振
興
に
関
す
る

事
業
支
援
」へ
の
組
み
替
え
や
、

新
た
に
「
観
光
消
費
の
促
進
や

デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
活
用
し
た

事
業
」
が
特
定
配
分
事
業
に
追

加
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別

措
置
法
の
５
年
間
の
延
長
は
、

10
年
後
の
豊
か
で
住
み
良
い

活
気
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く

り
の
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、

奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
３
の
実
現
に
向
け

て
、
拡
充
さ
れ
た
制
度
を
最

大
限
に
活
用
す
る
た
め
に
、

４
月
か
ら
地
域
座
談
会
を
実

施
し
ま
す
。
地
域
座
談
会
で

は
、
多
く
の
地
域
住
民
の
参

加
を
呼
び
か
け
、
忌き

た
ん憚

の
な

い
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
聞

き
し
、
全
課
（
局
）
に
お
い

て
共
有
・
対
応
し
て
ま
い
り

化
促
進
に
資
す
る
事
業
」
な
ど

の
支
援
の
拡
充
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

人
口
減
少
対
策
で
は
、「
関

係
人
口
の
増
加
を
図
る
支
援
」

の
拡
充
や
、「
移
住
・
定
住
促

進
住
宅
の
整
備
等
に
関
す
る
事

業
」
の
追
加
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

教
育
及
び
文
化
の
振
興
に
お

い
て
は
、
将
来
の
担
い
手
は
子

ど
も
達
で
あ
り
、
そ
の
教
育
環

境
の
構
築
は
最
重
要
課
題
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
未
来
人
材
に

求
め
ら
れ
る
も
の
は
大
き
く
変

わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
問
題

発
見
力
・
的
確
な
予
測
・
革
新

性
、
つ
ま
り
は
新
た
な
モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス
・
方
法
等
を
作
り
出

す
人
材
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

学
校
教
育
と
連
携
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
新
た
な
教
育
環
境

の
整
備
や
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推

進
、
歴
史
・
伝
統
文
化
の
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
「
教
育
の
充
実
及

び
文
化
の
継
承
に
資
す
る
事
業

条
文
を
改
正
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
、
国

へ
の
要
望
活
動
等
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
農
業
の
振
興

に
お
い
て
「
農
業
の
生
産
性
の

向
上
に
関
す
る
事
業
」
を
「
農

林
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事

業
」
へ
の
改
正
、
次
に
、
現
行

の
「
人
材
の
確
保
及
び
育
成
等

に
関
す
る
事
業
」
の
組
み
替
え

に
よ
る
「
教
育
及
び
文
化
の
振

興
に
関
す
る
事
業
」
の
追
加
、

そ
し
て
沖
縄
県
と
の
連
携
強
化

を
含
め
た
各
種
制
度
の
拡
充
な

ど
で
あ
り
ま
す
。

農
業
の
振
興
に
係
る
支
援
の

拡
充
に
つ
い
て
は
、
化
学
肥
料

や
薬
剤
に
頼
る
農
業
か
ら
農
地

の
地
力
向
上
に
資
す
る
取
組
、

更
に
環
境
に
配
慮
し
た
一
次
産

業
の
構
築
、
い
わ
ゆ
る
環
境
支

払
い
等
の
必
要
性
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
新
た
に
「
農
作
物
の

流
通
効
率
化
に
資
す
る
事
業
」

や
対
象
地
域
（
沖
縄
県
）
の
拡

大
、「
家
畜
排
せ
つ
物
の
堆
肥

ま
す
。
地
域
の
課
題
を
行
政

の
課
題
と
捉
え
、常
に
「
計
画
」

「
実
行
」「
評
価
」「
改
善
」
の

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
な
が
ら

行
動
し
、
課
題
解
決
及
び
地

域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
や
今

回
の
奄
振
法
の
延
長
及
び
拡

充
は
追
い
風
と
な
り
ま
す
が
、

飛
び
立
つ
た
め
の
向
か
い
風

は
、
自
ら
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
成
功
事
例
を
作

る
こ
と
、
ま
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
持
つ
こ
と
、
し
っ
か

り
と
責
任
を
持
っ
て
効
果
検

証
を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
強
風
が
吹
い
た

時
に
、
壁
を
作
る
人
も
い
ま

す
。
ま
た
、
風
車
を
作
る
人

も
い
ま
す
。
地
域
振
興
と
は
、

日
々
変
化
す
る
情
勢
に
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

最
後
に
、
本
町
花
徳
に
建
設

中
の
観
光
拠
点
施
設
が
、
２

月
16
日
に
道
の
駅
「
と
く
の

し
ま
」
と
し
て
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
道
の
駅
を
拠
点

と
し
た
、
北
部
地
域
の
活
性

化
と
新
た
な
滞
在
型
・
着
地

型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
最
先
端
技

術
を
使
っ
た
新
し
い
観
光
メ

ニ
ュ
ー
の
構
築
、
町
の
特
産

品
・
加
工
品
の
販
売
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
、
夢
は
膨

ら
む
一
方
で
す
。

「W
e’re  O

PEN
 

～
み
ら
い

輝
く
と
く
の
し
ま
町
～
」
の
実

現
に
向
け
て
、失
敗
を
恐
れ
ず
、

あ
ら
ゆ
る
課
題
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
「
挑
戦
」
し
、「
努

力
」
し
続
け
る
姿
勢
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
想
い
が
後
輩
へ
と

引
き
継
が
れ
る
こ
と
が
実
現
へ

の
大
き
な
原
動
力
に
な
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

以
上
で
令
和
６
年
度
の
行
財

政
運
営
に
お
け
る
、
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2024 年 4 月号

納付月 5 月 7 月 9 月 10 月 12 月 1 月 2 月

個人住民税 
（町民税・県民税） ― 1 期

7/1（月）
2 期

9/2（月）
3 期

10/31（木） ― 4 期
1/31（金） ―

固定資産税 1 期
5/31（金）

2 期
7/31（水） ― ― 3 期

12/27（金） ― 4 期
2/28（金）

軽自動車税 全期
5/31（金） ― ― ― ― ― ―

国民健康保険税 ― 1 期
7/1（月）

2 期
9/2（月）

3 期
10/31（木） ― 4 期

1/6（月）
5 期

2/28（金）

※納付書に印字された「地方税統一 QR コード」及び「eL 番号（納付番号）」を利用して、地方税

お支払サイトや、対応の全国の金融機関・スマホ決済アプリで納付ができます。

期限内にお納めください

令和６年度の各種税金等の納期について
税務課　☎ 0997-82-1117問

【令和６年度納期限一覧】

【個人住民税 ( 町民税・県民税 )】
個人住民税（町民税と県民税を合わせて住民税と呼びます。）は、前年中に所得のあっ

た人に課税されるもので、その人の前年 1 年間の所得に応じて賦課期日（その年の 1 月 1
日）に徳之島町に住民登録がされている人が対象となります。1 月 2 日以降に新住所（徳
之島町以外の市区町村）に引越しされた人も原則、徳之島町で課税されます。「所得割」と、
所得の多少にかかわらず広く均等に一定の税額で課税される「均等割」とがあり、町民税
を徴収する際、県民税も併せて徴収することになります。

【固定資産税】
賦課期日（毎年 1 月 1 日）に、土地、家屋、償却資産（これらを総称して「固定資産」

といいます。）を所有している人が、固定資産の評価額を基に算定された税額を、その固

定資産の所在する市町村に収める税金で、原則として納税義務者は所有者です。

【軽自動車税】
賦課期日（４月 1 日）に軽自動車や原動機付自転車等の所有者に対して課せられる税金

です。車を売却・廃棄・その他の理由により使用しなくなったとき、譲渡したときは必ず
廃車・名義変更の申告を行ってください。申告されないと、引き続き課税されますのでご
注意ください。

【国民健康保険税】
国民健康保険に加入している被保険者を対象に、病気や怪我の際に備えて、医療にかか

る費用をお互いに負担し、支え合うための財源となります。税額は世帯ごとに計算し、被
保険者全員の前年の所得、被保険者数、加入期間などに基づいて計算され世帯主が納税義
務者となります。

《各種税金について》
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2024 年 4 月号

～国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料に関して～

○令和６年の４月・６月・８月の特別徴収（仮徴収分）は、令和６年２月に年金天引きされた
特別徴収額と同額となります。

○仮徴収（４月・６月・８月）と本徴収（10 月・12 月・２月）の差が大きくならないように
するために、６月・８月の保険税（料）を調整する場合があります。対象となる方には通知
書を郵送しますのでご確認ください。

○ 6 月に保険税（料）を本算定し、国民健康保険税、介護保険料の通知書を郵送します。
○後期高齢者医療保険料の通知書は７月に郵送します。

《前年度（令和５年度）から継続して特別徴収（年金天引き）の対象となる方へ》

【軽自動車税の減免（※令和６年５月 24 日までに申請してください。）】
身体障害者手帳、戦傷者手帳、療育手帳、精神障害者手帳をお持ちの方は、申請に基づき

軽自動車税が減免される場合があります。減免を希望する方は、令和６年度の納付書が届い
た後、納付期限の 7 日前までに必ず税務課または花徳支所で申請してください。

令和６年度の軽自動車税の減免申請受付期限は、令和 6 年５月 24 日までです。期限を過
ぎた後は減免申請が受け付けられません、あらかじめご了承ください。

●手続きに必要なもの
　①当初軽自動車税通知書（4 月下旬ごろ発送予定）　　②障害者手帳　各種（原本）

　③運転免許証　　④車検証（車検年月日が期限切れでないもの、原本）

　⑤印鑑（認め可）　　⑥減免申請書（減免申請書は役場税務課、または花徳支所にあります）

※減免できる台数は一台に限ります。
※普通自動車税を減免申請している方は軽自動車税の減免はできません。

※令和６年５月 24 日の期限を過ぎての申請はできません。

【固定資産税の減免】
家屋が火災等の災害及び台風等の自然災害で被害にあった場合や、生活保護を受けている

場合など、申請に基づいて固定資産税が減免されることがあります。減免を希望される方は、
税務課または花徳支所で申請してください。

申請の期限が各納期限の 7 日前までのため、期限を過ぎて申請した場合、その納期分につ
いては減免が適用されませんのでご注意ください。

※減免の期間は申請年度の課税分のみのため、毎年手続きが必要です。
※生活保護の受給者で減免を受けようとする方は、固定資産税の各納期限の 7 日前までに必

ず申請してください。申請の際は窓口にある申請書のほか、生活保護受給証明書の添付が
必要です。

※諸事情等により期間中に窓口での手続が困難な方は、税務課または花徳支所へご連絡くだ
さい。

《税金の減免について》
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2024 年 4 月号

新たな２つの価格高騰対策支援給付金について

低所得世帯支援給付金のご案内

徳之島町では、電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、低所得世帯の支援のため、
２つの給付金の支給を行います。対象予定者には確認書を送付しています。内容を確認のうえご返
送ください。ご不明な点は介護福祉課の給付金係へお問い合わせください。

【１】徳之島町住民税均等割課税世帯重点支援臨時給付金
　●支給対象者（※令和５年 12 月１日において徳之島町に住所がある世帯）
　   ・令和５年度税申告（令和４年分）の済んでいる世帯（均等割のみ該当）
　●支給額＝１世帯一律 10 万円

【２】徳之島町低所得世帯支援給付金（子ども加算）
　●支給対象者（※令和５年 12 月１日において徳之島町に住所がある世帯）
　　・令和５年度住民税非課税世帯で 18 歳未満の子どもがいる世帯
　　・令和５年度税申告（令和４年分）の済んでいる世帯で、18 歳未満の子どもがいる世帯
　●支給額＝子ども 1 人につき５万円

【給付金の申請受付期限】令和６年６月 30 日（日）
※期限を過ぎると、「書類不備等で保留中の書類」・「申請書の受付」が無効となります。期限内にお

手続きください。

介護福祉課 給付金係　☎ 0997-82-1115問

変更後の金額をご確認ください

後期高齢者医療保険料率が変わります

後期高齢者医療では、被保険者の
皆様の医療費の動向などを踏まえ、
２年ごとに保険料率の見直しをする
ことになっています。

被保険者一人当たり医療費は年々
増加しており、高齢化の進展ととも
に今後も増えることが見込まれてい
ます。

保険料は、被保険者が安心して医
療機関を受診するために必要なものです。皆様のご理解をよろしくお願いいたします。

鹿児島県後期高齢者医療広域連合　☎ 099-206-1329　　健康増進課　☎ 0997-82-1116問

＜後期高齢者医療保険料率の改定内容＞

内　訳 変更前
（令和４・５年度）

変更後
（令和６・７年度）

均等割額 56,900 円 59,900 円

所得割率

（激変緩和措置）

10.88%

-

11.72%
（10.82% ※１）

年間賦課限度額

（激変緩和措置）

66 万円

-

80 万円
（73 万円 ※２）

（※ 1）令和６年度のみ、令和５年の基礎控除後の総所得金額等が 58 万円を超えない者。
（※ 2）令和６年度のみ、昭和 24 年３月 31 日以前に生まれた者、令和７年３月 31 日までに障害
　　　 認定により被保険者となった者。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2024 年 4 月号

健康増進課 国民健康保険係　☎ 0997-82-1116

国民健康保険 学生用被保険者証の申請

マル学被保険者証の切り替えについて
問

「申告」はお済ですか？
国民健康保険税納税義務者（世帯主）及びその世帯に属する家族は、前年中（令和５年１

月～令和５年 12 月）の収入の有無に関わらず必ず申告が必要です。申告（世帯全員）がさ
れていない場合は、保険税の軽減や入院時の医療費及び食事代の負担額の減額が受けられま
せん。お早めの申告をお願いします。また、令和６年１月２日以降に徳之島町に転入された
方の場合は、前年の所得金額が不明のため、前住所地に所得照会をして、後日所得金額が判
明すれば保険税が変更されることがあります。

町外の学校で修学するために家族と離れ
て暮らしている方の「学生用被保険者証」が、
３月末の有効期限となっております。次年
度発行分（４月１日～３月末期限）につき
ましては、従来通り申請交付となりますの
で、①在学証明書、②印鑑、③住民票の写
し（※住所の変更がある場合のみ）をご持
参のうえ、健康増進課か花徳支所で申請し
てください。また、すでに卒業している場
合は届出が必要です。健康増進課へご連絡
ください。

第三者が原因の傷病で国民健康保険を使うときは届出が必要です

交通事故などで治療を受けられる方へ
健康増進課 　☎ 0997-82-1116問

交通事故など第三者が原因（第三者行為）のケガ・病気であっても、国民健康保険（国保）を使っ
て治療を受けることができますが、本来、その治療費は過失割合に応じて相手方が負担すべきもの
です。

国保を使った場合、治療を受けた方または世帯主は、徳之島町へ届出を行うことが義務づけられ
ています。届出に必要な書類など、詳しくは健康増進課へお問い合わせください。

また、交通事故の場合は、保険会社が届出の支援を行うことがありますので、ご相談ください。

●「第三者行為」に該当する例
　交通事故のほか、他人の飼い犬に咬まれた、けんか、食中毒など。

●なぜ届け出が必要なの？
　国保を使って受診した場合、本来は相手方が支払うべき治療費を国保が立て替えて支払うことに
なるので、相手方に対して立て替え分を請求します。

学

有 効 期 限

生 年 月 日

適用開始日

交付年月日

住 所

保険者番号 461277 交付者名 徳之島町

○○県 ○○ ○○ 市○ ○○ ○○

世帯主氏名 国　保　　太郎

氏 名 国　保　　花　子

平成○○年○○月○○日

平成○○年○○月○○日

平成○○年○○月○○日

鹿児島県国民健康保険被保険者証

令和6年4月1日～令和7年3月31日

記 号 徳国保 番 号 ○○○○○

※
こ
こ
に
学
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2024 年 4 月号

有効期限等ご確認ください

離島航空割引カードの申請・更新について
住民生活課　☎ 0997-82-1114　花徳支所 ☎ 0997-84-0048問

離島航空割引カードの使用予定のある方は、申請や更新手続きをご確認ください。離島割引料金
で飛行機や船に搭乗する際にはカードの提示が必要です。有効期限が切れている場合は通常料金と
なりますので、ご確認の上、更新手続きを行ってください。

※土・日・祝日や年末年始は、カードの更新・発行手続きはできませんのでご注意ください。

《申請・更新手続きに必要なもの》
　【住民用】徳之島町に住民登録している方
　　①写真（縦３cm ×横 2.5cm、正面、上半身、頭や顔を覆うものを着用しておらず、写真用紙
　　　に印刷されているもの）
　　②本人確認書類（運転免許証やマイナンバーカード等）

　【準住民用】徳之島町に住民登録をしていた方で、進学のために転出をされ、奄美群島外の学校
　　　　　　  等に在学しており、徳之島町住民に扶養されている方
　　①写真・②本人確認書類（住民用と同様）
　　③健康保険証（徳之島町住民に扶養されていることが確認できるもの）
　　④在学証明書（発行日から３か月以内のもの ※学生証は不可）

学生が対象の国民年金保険料の猶予制度です

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

〇国民年金は、20 歳以上であれば、学生も加入しなければなりませんが、学生本人の収入が一定
以下のときは、申請により国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
申請は毎年４月から、その年度（４月～翌年３月）分を受け付けます。20 歳の誕生日の前日（20
歳到達日）から翌月末日までに申請してください。

〇令和５年度に承認を受けた方で、令和６年度も在学予定の場合は、４月初めに「国民年金保険料
学生納付特例申請書」（ハガキ形式）が住民登録のある住所に届きますので、引き続き希望する場
合は、届いたハガキに必要事項を記入の上、ご返送ください。

〇学生納付特例は、申請日から２年１か月前までの在学期間について遡って申請できますが、保険
料が納め忘れの状態で、万一、障がいや死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や
遺族基礎年金を受けられない場合があります。また、学生納付特例が承認された期間の保険料は
10 年以内であれば、後から保険料を納めること（追納）ができます。

【対象者】学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校

　　　　  及び各種学校（修行年限１年以上である課程）に在学する学生等

　　　  ※本人の前年所得により、該当しないこともあります。

住民生活課国民年金係 ☎ 0997-82-1114　花徳支所 ☎ 0997-84-0048問

【申請方法等の詳細はお問合せください】
奄美大島年金事務所 ☎ 0997-52-4341（※自動音声案内に従って番号を押してください）
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広報 徳之島 2024 年 4 月号

住民生活課国民年金係  ☎ 0997-82-1114問

奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について

以下の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は町住民生活
課国民年金係までお申し込みください。またご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免許
証など、身分確認ができる書類をご持参ください。

●日時＝令和 6 年４月 10 日（水）午後 2 時～午後５時、 ４月 11 日（木）午前 9 時～午後 2 時 30 分
●場所＝町役場３階会議室
●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと、国民年金、厚生年金・船員保険等の年金制度全
　　　　　　 般に関すること

平成 31 年２月１日以降に出産された方へ

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます

〇産前産後期間の国民年金保険料免除制度は、出産（予定）月の前月（多胎児妊娠の場合は３か月）
～出産（予定）月の翌々月の国民年金保険料が免除される制度で、免除された期間は保険料納付
済み期間として取り扱われます。

〇免除を受けるには届け出が必要です。届け出は、出産予定の６か月前から行うことができます。
届け出に期限はなく、出産後の届け出はいつでも可能です。

〇該当期間分の保険料をすでに納付している場合や、他の国民年金保険料免除制度を受けている場
合も届け出が必要です。

〇保険料をすでに納付している場合は、充当または還付されます。

【対象者】平成 31 年２月１日以降に出産され、産前産後期間に国民年金第 1 号被保険者期間がある方
　※制度の施行日が平成 31 年４月のため、平成 31 年３月に出産した場合は４月分、５月分の保
　　険料が免除となります。

　※妊娠 85 日（４か月）以上の出産が対象です。死産、流産、早産された方を含みます。死産等
　　の場合は、死産等の日及び身分関係を明らかにすることができる書類（死産証明書等）が必要
　　です。

　※国民年金の任意加入期間は対象外です。

【届け出に必要なもの】
　①出産（予定）日が確認できる書類（母子健康手帳等）
　②マイナンバーカード
　　※マイナンバーカードをお持ちでない方は、以下の A と B の両方を提示してください。
　　　A. マイナンバーが確認できる書類：個人番号の表示がある住民票の写し、または通知カード
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏名、住所等が住民票の記載と一致する場合に限る）
　　　B. 身元（実存）確認書類：運転免許証、パスポート、在留カード等

住民生活課国民年金係 ☎ 0997-82-1114　花徳支所 ☎ 0997-84-0048問
奄美大島年金事務所 ☎ 0997-52-4341（※自動音声案内に従って番号を押してください）
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町からのお知らせ
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ご不明な点など、児童福祉係へご相談ください

児童扶養手当・特別児童扶養手当について
介護福祉課児童福祉係 ☎ 0997-82-1115問

《特別児童扶養手当》
精神または身体に障がいがある 20 歳未満の児童を監護する父もしくは母、または、父もしくは

母に代わって児童を養育している方に支給します。
請求手続き等の詳細は、介護福祉課児童福祉係までお問い合わせください。

●対象となる児童
　20 歳未満で精神又は身体に障がいのある児童。（※ただし、日本国内に住所がない児童、児童福

祉施設等〈保育所、通所施設等を除く〉に入所している児童は対象となりません。）

看護職員・保育士等を目指す学生・保護者の皆様へ

看護職員等修学資金・保育士等修学資金について

徳之島町看護職員等修学資金・保育士等修学資金の貸与について、支援充実のため、令和６年度
から以下の通り内容を変更します。詳しくは介護福祉課へお問合せください。

【１】看護職員等修学資金の対象職種を追加
　　これまでの看護師・保健師・助産師・介護福祉士・社会福祉士・作業療法士・理学療法士・歯科衛

生士に加えて、新たに、言語聴覚士・あん摩マッサージ師・針きゅう師・柔道整復師等の資格を追加
します。

【２】看護職員等の資格取得後、一定期間島外での研修が可能に
　　これまでは、看護職員等は資格取得後すぐに帰島し、町内の保健福祉医療施設で従事を行わない場

合は修学資金の返済対象となっていましたが、令和６年度以降は、本人の申し立てで一定期間町外の
保健福祉医療施設で研修を行う場合の返済猶予期間が設けられます。

【３】看護職員等修学資金・保育士等修学資金の貸与額を増額
　　看護職員等修学資金・保育士等修学資金の月額貸与額を、これまでの３万円から増額し５万円に引

き上げます。

介護福祉課 ☎ 0997-82-1115問

《児童扶養手当》
父親または母親がいない家庭や、父親（母親）が、一定の障がいの状態にある家庭等の児童を監

護している母（父）、または母（父）にかわってその児童を扶養している方が対象となります。
請求手続き等の詳細は、介護福祉課児童福祉係までお問い合わせください。

●対象となる児童
　18 歳に達する日以後、最初の 3 月 31 日までの間にある児童
　または 20 歳未満で心身に障がいのある児童
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介護福祉課児童福祉係　☎ 0997-82-1115

児童福祉医療制度についてのお知らせ

子ども医療費・ひとり親家庭等医療費助成制度について

問
《子ども医療費助成制度》

子どもの疾病の早期治療を促進し、子どもの健康の保持増進を図るために保険適用医療費を負担
する制度です。医療費の助成を受けるためには申請手続きが必要です。

　●子ども医療費助成対象者
　【住民税課税世帯】未就学児（小学校入学前の子ども）
　【住民税非課税世帯】18 歳年度末まで

《ひとり親家庭等医療費助成制度》
児童を養育している父、母または養育者とその子ども（18 歳年度末まで）が健康の保持増進を

図るために保険適用医療費を負担する制度です。医療費の助成を受けるためには申請手続きが必
要です。

　●ひとり親家庭等医療費助成対象者
　・児童（18 歳年度末まで）※ただし、児童に一定の障害がある場合は 20 歳の誕生日前日まで
　・児童を養育している父、母または養育者

【子ども医療費およびひとり親家庭等医療費の手続きに必要なもの】

①印鑑　②助成対象者の健康保険証（国民健康保険の方は省略可）　③受給者名義の預金通帳

④令和５年度所得課税証明書等（前年の 1 月 1 日時点の住所地の市町村にて取得されたもの。
　ただし、徳之島町で確認の取れる方、または児童手当を受給されている方は省略できる場合
　があります。）

令和６年４月 30 日（火）までにご連絡ください

令和６年度徳之島町合同金婚式の対象者調べについて
介護福祉課　☎ 0997-82-1115

昭和 49 年にご結婚されたご夫婦を対象に、令和６年度合同金婚式の開催

を予定しています。対象になっている方は、合同金婚式への参加の有無に関

わらず、令和６年４月 30 日（火）までに、介護福祉課かお住まいの地域の

区長、または地区高齢者クラブ会長へご連絡ください。

　●金婚式対象者＝昭和 49 年に結婚したご夫婦

　●開催予定期日＝令和６年５月 24 日（金）

問
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町職員採用候補者試験を次のとおり行います。なお、内容については変更がある場合があります。
５月７日（火）当日の本町公示及び町公式ウェブサイト、新聞等の案内もご覧ください。

総務課庶務係　☎ 0997-82-1111

保健師・看護師を募集します

令和６年度徳之島町職員採用候補者試験のお知らせ

●試験日時・場所＝令和６年６月 30 日（日）・徳之島町役場１階多目的ホール
　【第１次試験】試験開始：13 時 30 分から（受付時間：12 時 30 分～ 13 時 10 分）
		  　第１次試験終了後、15 時より面接試験を行います。

●受付期間＝令和６年５月７日（火）から令和６年５月 31 日（金）まで　※土日祝日を除く
　　　　　　※受験申込書の配付は､ 令和６年５月７日（火）から総務課で行います。
●合格発表＝令和６年７月中に役場掲示板に受験番号を掲示するとともに､ 町公式ウェブサイトに
　も掲載し、直接合格者に通知します。ただし、合格者で必要資格の取得ができなかった場合、採
　用を取り消すことがあります。
●合格から採用まで＝最終合格者は､ 採用候補者名簿に登載され､ 令和７年４月から必要に応じて
　順次採用者を決定します｡ この名簿の有効期間は､ 名簿確定の日から原則として１年間です｡

●試験区分（採用職種・人員及び受験資格）

区分 職種 採用予定人員 受　験　資　格

医

療

職

保健師 若干名
昭和 54 年４月２日以降に生まれた者で保健師の資格を有する者又は、
令和７年３月までに取得見込みの者

看護師 若干名
昭和 54 年４月２日以降に生まれた者で看護師の資格を有する者又は、
令和 7 年３月までに取得見込みの者

問

徳之島町の農家の皆さまへ

令和６年度環境保全型農業推進事業での堆肥助成について
農林水産課 糖業係　☎ 0997-82-1150問

徳之島町の農家を対象とした堆肥助成を以下の内容で実施します。購入ご希望の方は農林水産課
または花徳支所へお申し込みください。

●助成内容

　【バラ堆肥助成】１t / 9,000 円〈※散布込み〉⇒１ｔ /3,000 円（6,000 円の助成）
　【袋詰め堆肥助成】15㎏ /400 円 ⇒ 15㎏ /295 円（105 円の助成）
　【ペレット堆肥助成額】15㎏ /760 円 ⇒ 15㎏ /490 円（270 円の助成）

●申込受付期間＝令和６年４月１日（月）～令和７年 2 月 28 日（金）
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町からのお知らせ

休館日や展示等について

郷土資料館からのお知らせとお願い
徳之島町郷土資料館　☎ 0997-82-2908問

【開館時間】午前 9 時～午後 5 時　

（入館は午後 4 時 30 分まで）　

【入館料】無料

～休館日等のお知らせ～

～郷土資料館からのお願い～
○ご家庭にある古い記録等（日記、帳簿、手紙、写真）について、貴重な資料かどうかお調べ

になりたい方はご郷土資料館まで連絡ください。
○倉庫や押し入れを掃除した際に、銃砲刀剣（刀、槍、火縄銃、拳銃など）を発見した場合は、

徳之島警察署または鹿児島県教育庁文化財課 ( ☎ 099-286-5355) へご相談ください。
○アマミノクロウサギやオカヤドカリなどの天然記念物が棲息する場所で、道路や建築物など

を作ったり、調査研究を行う場合などは、文化財保護法および県文化財保護条例により事前
に現状変更許可申請が必要になることがあります。工事や調査の予定がある場合は、事前に
県文化財課又は徳之島町郷土資料館までご確認ください。

○埋蔵文化財と思われるものを発見した際には、現状を変更することなくご連絡ください。

休
館
日

４月 1 日 ( 月 )、8 日 ( 月 )、15 日 ( 月 )、22 日 ( 月 )、30 日 ( 火 )

５月 7 日 ( 火 )、13 日 ( 月 )、20 日 ( 月 )、27 日 ( 月 )

６月 3 日 ( 月 )、10 日 ( 月 )、17 日 ( 月 )、23 日 ( 日 )、24 日 ( 月 )

～徳之島の芸能とまつりの映像展示について～
徳之島のまつりや芸能を国立民族学博物館の協力のもと、徳之島三町の資料館でタッチパネルに

よる映像展示を実施中です。「懐かしい光景を見たい」「以前行われていた集落のまつりや芸能を復
活させたい」と思う方は、ぜひ郷土資料館へお越しいただき、展示をご覧ください。

農林水産課　☎ 0997-82-1150

施設園芸農家を目指しませんか

農業研修生を募集します（第３期生）
問

気象条件に左右されにくい施設園芸農家を育成し将来の担い手とするため、町の農業研修生を募
集します。園芸作物の基本的な栽培方法や管理作業等を学びます。お申込みや詳細な内容は、農林
水産課までお問い合わせください。

●対象者（募集定員は２名の予定です）
・施設園芸志向者、新規就農者で、就農した際に農協部会に
   加入できる 45 歳までの方
・研修期間終了後、徳之島町で 5 年以上営農が実施できる方

●研修場所＝徳之島町農業研修施設内（徳之島町花徳 765 番地）

●研修期間＝ 2 年間　　

●募集期限＝令和６年６月末まで（※定員となり次第終了）

【農業研修施設】



– 20 –

情報掲示板

広報 徳之島 2024 年 4 月号

令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
、
戸
籍
制
度

が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

○
戸
籍
証
明
書
等
の
広
域
交
付

従
来
、
戸
籍
（
除
籍
）
の
証
明
書
は
、

本
籍
地
に
お
い
て
の
み
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
３

月
１
日
以
降
は
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た

本
人
、そ
の
配
偶
者
、直
系
尊
属
（
父
母
、

祖
父
母
等
）
及
び
直
系
卑
属
（
子
、孫
等
）

が
、
市
区
町
村
窓
口
で
請
求
す
る
場
合

に
限
り
、
本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村
に

お
い
て
も
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

広
域
交
付
で
戸
籍
証
明
書
の
交
付
を

受
け
る
に
は
、
請
求
で
き
る
方
ご
本
人

が
、
窓
口
で
直
接
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
や
運
転
免
許
証
等
の
顔
写
真
付
き
の

身
分
証
明
書
を
提
示
し
て
請
求
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
※
郵
送
で
の
取
り

扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。）

ま
た
、
一
部
事
項
証
明
書
、
個
人
事

項
証
明
書
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て

い
な
い
戸
籍
（
除
籍
）
な
ど
、
一
部
、

広
域
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
証
明
書

が
あ
り
ま
す
。

○
戸
籍
届
出
時
に
お
け
る
戸
籍
証
明
書

等
の
添
付
負
担
の
軽
減

例
え
ば
、
本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村

に
婚
姻
届
を
提
出
す
る
場
合
、
こ
れ
ま

で
は
戸
籍
証
明
書
の
提
出
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
６
年

３
月
１
日
以
降
は
、
戸
籍
証
明
書
等
の

添
付
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
つ
い
て
（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
住

民
生
活
課
戸
籍
係
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
徳
之
島
町
役
場
住

民
生
活
課　

☎
０
９
９
７
―
８
２
―

１
１
１
４

「
相
続
登
記
」
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

～
な
く
そ
う
所
有
者
不
明
土
地
！
～

相
続
等
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し

た
相
続
人
は
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
し

た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に

相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
４
月
以
前
に
相
続
し
た
不

動
産
に
つ
い
て
も
、
相
続
登
記
が
な
さ

れ
て
い
な
い
も
の
は
義
務
化
の
対
象
と

な
り
ま
す
。（
猶
予
期
間
３
年
以
内
に

相
続
登
記
）

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
相
続
登
記

を
し
な
か
っ
た
場
合
は
過
料
が
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
相
続
人
が
申
請
義
務
を
簡
易

に
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
新
設
さ
れ

た
「
相
続
人
申
告
登
記
」
制
度
で
は
、

次
の
①
、
②
の
事
項
に
つ
い
て
申
請
義

務
の
履
行
期
間
内
（
３
年
以
内
）
に
登

記
官
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
相
続
登

記
の
申
請
義
務
を
履
行
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
ま
す
。

①
所
有
権
の
登
記
名
義
人
に
つ
い
て
相

続
が
開
始
し
た
旨

②
自
ら
が
相
続
人
で
あ
る
旨

ぜ
ひ
、
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い

不
動
産
に
つ
い
て
、
相
続
人
全
員
で
必

要
な
協
議
等
を
行
う
な
ど
し
て
、
速
や

か
に
相
続
登
記
の
申
請
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
地
方
法
務

局
奄
美
支
局　

☎
０
９
９
７
―
５
２
―

０
３
７
６
、
徳
之
島
町
役
場
税
務
課　

☎
０
９
９
７
―
８
２
―
１
１
１
７

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

の
お
知
ら
せ

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の

障
が
い
を
有
す
る
た
め
に
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
方
の
福
祉
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

た
だ
し
、
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
方
や
３
ヶ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い

る
方
は
、
支
給
の
対
象
外
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
受
給
資
格
者
、
配
偶
者
、
扶

養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
額
に
よ
っ
て

は
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌
年
の
７
月

ま
で
を
一
つ
の
期
間
と
し
て
支
給
を
停

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
の
方
）

　

月
額
２
万
８
８
４
０
円

　
（
令
和
６
年
４
月
改
定
）

●
障
害
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
の
方
）

　

月
額
１
万
５
６
９
０
円

　
（
令
和
６
年
４
月
改
定
）

詳
し
く
は
県
徳
之
島
事
務
所
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
県
徳
之
島

事
務
所
福
祉
課　

☎
０
９
９
７
―
８
２

―
０
２
３
３

不動産登記推進
イメージキャラクター

「トウキツネ」
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戸
時
代
に
薩
摩
藩
の
配
下
に
置
か
れ
て

以
降
が
主
と
な
る
た
め
、
同
時
期
の
琉

球
王
国
や
日
本
、
周
辺
の
島
々
に
残
る

資
料
か
ら
推
測
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

奄
美
群
島
が
琉
球
王
朝
の
統
治
下
に

置
か
れ
た
15
～
16
世
紀
、
各
島
々
は
間

切
り
と
い
う
行
政
区
画
に
分
け
ら
れ
、

首し
ゅ
り
お
お
や
こ

里
大
屋
子
・
大お
お
や
こ

屋
子
・
目め
ざ
し差
・
掟
お
き
て
・

文て
っ
こ子

と
い
っ
た
役
人
が
統
治
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
奄
美
大

島
に
は
各
間
切
り
へ
派
遣
す
る
琉
球
王

府
よ
り
発
給
さ
れ
た
上
記
役
人
の
辞
令

書
が
残
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

徳
之
島
で
は
そ
の
よ
う
な
辞
令
書
は

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
郷
土
資
料

館
で
は
、
朱シ
ュ
ウ
ル
シ
サ
ン
ス
イ
ジ
ン
ブ
ツ
ハ
ク
エ
マ
ル
ビ
ツ

漆
山
水
人
物
箔
絵
丸
櫃
を

含
め
た
ノ
ロ
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
琉

球
王
府
か
ら
発
給
さ
れ
た
「
ノ
ロ
の
任

命
状
」
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

先
に
述
べ
た
役
人
と
は
別
に
、
奄
美

お
け
る
村
落
祭
祀
を
司
っ
て
い
た
の
が

ノ
ロ
と
呼
ば
れ
る
神
役
（
神
女
）
で
あ

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

昨
年
の
広
報
徳
之
島
10
月
号
で
、
徳

之
島
で
祭
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た

「
ノ
ロ
」
の
、
勾
玉
な
ど
の
祭
祀
具
を

納
め
る
「
朱シ
ュ
ウ
ル
シ
サ
ン
ス
イ
ジ
ン
ブ
ツ
ハ
ク
エ
マ
ル
ビ
ツ

漆
山
水
人
物
箔
絵
丸
櫃
」

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
ノ

ロ
に
関
す
る
研
究
つ
い
て
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

実
は
ノ
ロ
に
関
し
、
根
拠
と
な
る
資

料
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

と
言
う
の
も
、
島
は
口
伝
（
口
承
で
の

伝
達
）
の
時
代
が
長
く
、
文
字
の
資
料

が
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

古
文
書
か
ら
ひ
も
解
く

「
ノ
ロ
」
の
謎

ノロの任命状

り
、
各
間
切
り
に
お
け
る
祭
事
を
取
り

仕
切
る
権
威
あ
る
存
在
と
し
て
任
命
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
１
６
０
９
年
以
降
に
薩

摩
藩
の
配
下
に
置
か
れ
る
と
、
琉
球
王

府
に
よ
る
辞
令
書
や
任
命
状
な
ど
の
発

給
は
禁
じ
ら
れ
、
ノ
ロ
の
役
も
廃
止
。

島
内
に
あ
っ
た
祭
祀
の
場
「
神
木
屋
」

も
解
体
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
に
残
る
任
命
状
は
、
日
付
が
万

歴
28
年
（
１
６
０
０
年
）
の
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
薩
摩
藩
の
琉
球
侵
攻

（
１
６
０
９
年
）
以
前
の
も
の
で
あ
り
、

現
存
す
る
琉
球
王
府
発
給
の
ノ
ロ
任
命

状
の
中
で
も
最
晩
年
に
当
た
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
藩
政
下
の
役
人
が
命
じ

た
文
書
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
、
文
献

と
し
て
の
資
料
が
乏
し
か
っ
た
ノ
ロ
の

役
割
や
祭
祀
の
方
法
な
ど
が
判
明
す
る

と
い
う
の
は
少
々
皮
肉
に
も
感
じ
ま

す
。
本
町
に
残
る
古
文
書
か
ら
分
か
っ

た
こ
と
や
推
測
さ
れ
る
こ
と
を
、
次
回

も
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

郷
土
資
料
館
長　

遠
藤  

智)

鹿児島県では、県民がスポーツに親しみ、生涯にわたって健康で活力ある生活
を送ることを目的に、週 1 回以上の運動を推進する「マイライフ・マイスポーツ
運動」を実施しています。徳之島町でも運動の推進にあたり、スポーツ等を行う
公共施設の貸出しや、スポーツ道具の無償貸出しを行っています。詳しくは町公
式ウェブサイトの当該ページ（QR コード）からご覧ください。

公共施設の貸出し・スポーツ道具の無償貸出しを行っています。公共施設の貸出し・スポーツ道具の無償貸出しを行っています。

社会教育課 ☎ 0997-82-2904問

～マイライフ・マイスポーツ運動～～マイライフ・マイスポーツ運動～
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『旅のオチが見つからない  おひと
りさまのズタボロ世界一周 !』

低橋／著〔一般書〕

仕事を辞め、一念発起して世界一周
の旅へ出発。そこで待っていたのは、
ロマンあふれる旅とはかけ離れた失
敗連発のドタバタ貧乏旅行で…！？
流行のウイルスが落ち着いた今、旅

をしたいが、まだちょっと不安、と思っているあなたにも。
読めば、世界を旅した気分になれるかもしれない一冊です。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 
徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

☆職員おすすめ本☆　    

『君の背中に見た夢は 』

外山 薫／著〔小説〕

新田茜は従姉妹さやかの影響で、
中学受験回避のための小学校受験
に興味を持つ。仕事と家庭の両立、
協力してくれない夫、かさんでい
く教育費、思い通りにならない子
供たち。茜はどんどん小学校受験
にのめり込んでいき…。

『文系オトナですが、今から数学を
楽しめますか？』

math channel ／著〔一般書〕

算数や数学に苦手意識を抱えたま
まオトナになってしまった人へ、
生活や遊びに関連する算数・数学
の話題や、役に立つ算数・数学、
気軽に楽しめる算数・数学への触
れあい方などを紹介する。

『おにのパンや』

塚本 やすし／作〔絵本〕

えんま様に「人間の世界で地
獄のパンを広めてこい !」と言
われ、地上にやってきた「お
にのパンや」。でも、硬くて、
熱くて、びりびりするパンは、
人間たちの口に合わないみた
い。おにたちは人間の好きな
パンを考えますが…。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示４月
・ 徳之島ガイド

・ 新生活　 ・ 奄美絵本　

・ こどもの本総選挙投票

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

お知らせ

○イベント

　絵本作家 ミロコマチコ氏

 親子で楽しむワークショップ 「でっかい海を描こう」

　【日時】 4/27（土）午後２時～

　【場所】 町生涯学習センター２階ホール

　　【対象】 4歳～小学校低学年まで （親子で参加可）

　　【定員】 50名　　【申込締切】 4/20（土）

※お電話または図書館カウンターでお申込みください。

※申込多数の場合は抽選とさせていただきます。

《4月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 14日（日）　、 30日（火）
　【花徳支所】 12日（金）、23日（火）

『冬に子供が生まれる』

佐藤 正午／著〔小説〕

「今年の冬、彼女はおまえの子供
を産む」- その年の 7 月、丸田君
はスマホに身におぼえがない奇妙
なメッセージを受け取った。一方
で、過去の記憶の断片が向こうか
ら迫ってくるのを感じていた。

○おはなしの時間

　0歳～　　4/7　（日）午後 2時 30分～

　3歳～　　4/13（土）午後 2時 30分～
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徳之島町保健センター　☎ 0997-83-3121

町立保育所・幼稚園の年長さん、むし歯ゼロ達成！

　町立保育所・幼稚園での歯科健診で、46 名の年長さんたちがむし歯０( ゼロ ) を達成しま
した。これからも「8020（※ 80 歳で 20 本以上の歯を保つ）」を目指してがんばってください！

笑顔もピカピカ、 歯もピカピカ、 ４月からはピカピカの一年生！

・
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
栄
養
と
食
事

・
マ
マ
の
お
口
の
ケ
ア
と
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
育
て

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
４
月
18
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

～
赤
ち
ゃ
ん
の
『
栄
養
』
と

　
　『
歯
育
て
』
は
妊
娠
期
か
ら
～

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

【
日
に
ち
】
４
月
22
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
正
午

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風
邪
症
状
が　

あ
る
な
ど
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
来
所

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

井之川へき地保育所井之川へき地保育所

亀 津 幼 稚 園 う め 組亀 津 幼 稚 園 う め 組 山 幼 稚 園山 幼 稚 園

亀 津 幼 稚 園 ま つ 組亀 津 幼 稚 園 ま つ 組

亀 徳 幼 稚 園亀 徳 幼 稚 園

母間保育所母間保育所
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広
報
 
徳
之
島
　
2024．

4
月
号
　
№
599

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

広報 徳之島  2024 年 4 月号

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,635 人

 男 4,761 人

 女 4,874 人

世帯数 4,591 戸

　

（±0）

（+３）

（-３）

（+４）

（括弧内は先月との比較）

令和６年３月１日現在

※令和２年国勢調査に基づく推計

　人口です。

◇
２
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に
掲
載

可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

篠
原
　
利
雄
　
95
　
母
　
間

要
　
フ
サ
子
　
97
　
亀
　
徳

榮
　
笑
美
子
　
61
　
亀
　
徳

田
中
　
光
達
　
65
　
亀
　
津

𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
　
67
　
　
山
　

福
島
　
秀
雄
　
96
　
亀
　
津

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

深
川
　

き

い

ち

煌
都
（
将
　
歳

奈
津
美
） 

亀
　
津

玉
江
　

き

い

さ

希
咲
（
雄
　
大

由
樹
子
） 

亀
　
津

東
　

の

の

は

乃
々
華
（
慶
　
久

莉
　
乃
） 

亀
　
津

富
山

こ

た

ろ

う

 

琥
汰
朗
（
恵
　
樹

友
里
子
） 

亀
　
津

上
田
　

あ

や

と

綾
人
（
健
　
人

愛
　
里
） 

亀
　
津

坂
　
　

ぜ

ん

た

然
太
（
健
　
太

夢
　
華
） 

亀
　
津

直
　
　

ひ

な

み

陽
海
（
勇
　
志

天
　
音
） 

亀
　
津

戸
籍
の
窓

東
　
海
斗
＝
　
亀
　
津

清
　
美
里
＝
　
亀
　
津

松山 ミネ さん
亀津

かわいいお孫さんたちがたくさんいらっしゃる

ミネさん。なんとひ孫が 21 人、玄孫がお２人いらっ

しゃるとのこと。玄孫の華
は る か

椛ちゃんを抱いてお話を聞か

せていただきました。健康の秘訣は畑での野菜作りや

ウォーキング。金毘羅山神社へは毎日お参りしているそ

うです。収穫した野菜はご近所さんにおすそわけ。お友

達と集まっておしゃべりすることがとても楽しみだと

話してくれました。これからも健康で、充実した日々を

お過ごしください。

わっきゃまちの

きまいたりっちゅ !
きまいたりっちゅ !

（95 歳）

島口：寸劇、集落自慢、漫談、昔話

島唄：徳之島及び奄美の民謡

民舞：徳之島及び奄美の民謡を取り入れた舞踊、ダンス等

町文化会館 / 令和６年６月 30 日（日）午後１時 30 分～３時 30 分町文化会館 / 令和６年６月 30 日（日）午後１時 30 分～３時 30 分

島口・島唄・民舞の祭典出演者募集！島口・島唄・民舞の祭典出演者募集！

 詳しくは町生涯学習センター 詳しくは町生涯学習センター
（☎ 0997-82-1309）までお問合せください。（☎ 0997-82-1309）までお問合せください。

当センター２階多目的ホール機器故障のため、当面の間、ホール
の空調機器がご利用いただけません。利用者の皆様にはご迷惑をお
かけしますが、何卒ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

町生涯学習センター２階町生涯学習センター２階
ホール空調故障についてホール空調故障について

募
集
演
目


